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 （注）1．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しておりません。 

2．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

3．潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  

第一部【企業情報】

第1【企業の概況】

1【主要な経営指標等の推移】

回次 
第77期

第2四半期連結
累計期間 

第78期
第2四半期連結

累計期間 

第77期
第2四半期連結

会計期間 

第78期 
第2四半期連結 

会計期間 
第77期

会計期間 

自平成21年
4月 1日 

至平成21年 
9月30日 

自平成22年
4月 1日 

至平成22年 
9月30日 

自平成21年
7月 1日 

至平成21年 
9月30日 

自平成22年 
7月 1日 

至平成22年 
9月30日 

自平成21年
4月 1日 

至平成22年 
3月31日 

売上高（百万円）  144,313  144,972  75,226  72,117  296,933

経常利益（百万円）  10,335  17,223  4,258  4,762  27,184

四半期（当期）純利益（百万円）  6,469  9,236  2,593  1,883  16,595

純資産額（百万円） － －  407,810  416,274  416,366

総資産額（百万円） － －  497,680  504,766  513,788

1株当たり純資産額（円） － －  16,309.72  16,653.87  16,661.03

1株当たり四半期（当期） 

純利益金額（円） 
 263.26  377.23  105.92  76.91  676.43

潜在株式調整後1株当たり四半期
（当期）純利益金額（円） 

 －  －  －  －  －

自己資本比率（％） － －  80.3  80.8  79.4

営業活動による 
キャッシュ・フロー（百万円）  20,109  5,187 － －  40,130

投資活動による 
キャッシュ・フロー（百万円） 

 △22,086  △11,632 － －  △46,846

財務活動による 
キャッシュ・フロー（百万円） 

 △3,296  △4,910 － －  △5,697

現金及び現金同等物の四半期末
（期末）残高（百万円） 

－ －  52,364  33,854  45,218

従業員数（人） － －  3,323  3,347  3,339
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当社及び当社のその他の関係会社である㈱読売新聞グループ本社は、それぞれに子会社・関連会社から構成される

企業集団を有し広範囲に事業を行っております。このうち、当社グループは、当社と子会社25社及び関連会社17社か

ら構成され、コンテンツビジネス事業、不動産賃貸事業、その他の事業の3事業（報告セグメント）にわたり活動を

展開しております。 

当第2四半期連結会計期間における各事業に係る主な事業内容の変更と主要な関係会社の異動は、次のとおりであ

ります。  

（コンテンツビジネス事業） 

主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。 

（不動産賃貸事業） 

主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。 

（その他の事業） 

主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。 

  

企業集団の状況について事業系統図を示すと、次のとおりであります。  

  

2【事業の内容】
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 当第2四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

  

(1）連結会社の状況 

  
(注)従業員数は就業人員（当社グループからグループ外部への出向者を除き、グループ外部からの出向者を含む。）であり、臨時従業員

数（派遣社員及び常駐している業務委託人員を含む。）は［ ］内に当第2四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しておりま
す。 

  

(2）提出会社の状況 

  
(注)従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時従業員数（派遣社員及び常

駐している業務委託人員を含む。）は[ ]内に当第2四半期会計期間の平均人員を外数で記載しております。 

  

3【関係会社の状況】

4【従業員の状況】

  平成22年 9月30日現在

従業員数（人） 3,347 [ ] 1,563

  平成22年 9月30日現在

従業員数（人） 1,159 [ ] 1,820
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(1）制作（生産）の状況 
当社グループの主たる事業であるコンテンツビジネス事業の大きな柱はテレビ放送であります。これはテレビ番

組を制作し、タイムテーブルに編成したものを、電波を利用して各家庭に送出することによりテレビ放送を行うも
のです。コンテンツビジネス事業におきましては、このテレビ放送された番組のテレビ広告収入を始め、様々な媒
体を通じてコンテンツのマルチユースによる収入の拡大を図っております。 
当第2四半期連結会計期間における番組制作費は、243億4千7百万円（当社数値）となりました。 

①レギュラー番組 
当第2四半期連結会計期間においては、以下のタイムテーブルに編成されたレギュラー番組を制作し放送してお

ります。 

 
 (注)上記タイムテーブルは平成22年9月現在のものであります。当第2四半期連結会計期間に行われた主な番組改編の概要は次項

の（レギュラー番組の改編）をご参照ください。 

第2【事業の状況】

1【生産、受注及び販売の状況】
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（プロ野球公式戦） 

当社グループにおけるコンテンツビジネス事業の主力コンテンツにプロ野球の公式戦中継があります。当第

2四半期連結会計期間においては、地上波・ＢＳ及びＣＳ放送を合わせ全35試合の中継放送を行っておりま

す。なお、プロ野球公式戦の地上波中継放送が行われた場合は、前項に記載しておりますタイムテーブルのレ

ギュラー番組がプロ野球公式戦に入れ替わることになります。 

  

（レギュラー番組の改編） 

当第2四半期連結会計期間の主な番組改編につきましては、火曜21時に「1億3千万人のエピソードバラエテ

ィーコレってアリですか？」、金曜19時に「寿命をのばすワザ百科」を編成いたしました。 

ドラマ枠につきましては、水曜22時に「ホタルノヒカリ２」、土曜21時に「美丘－君がいた日々－」を編成

いたしました。 

  

②単発番組 

当第2四半期連結会計期間における主な大型単発番組は以下のとおりであります。 

  

(2）受注の状況 

当社グループの主たる事業はコンテンツビジネス事業であります。そのうちの大きな柱であるテレビ放送の事

業形態は、「受注」という概念にそぐわないため記載を省略しております。 

  

(3）販売実績 

 当第2四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

（注）1．セグメント間の取引については相殺消去しております。 

2．主な相手先別の販売実績及び販売実績に対する割合は次のとおりであります。 

3．上記記載金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

放送月 番組名 

7月 ZERO×選挙2010 

7月 完全独占中継！祝！華麗なる歌舞伎界市川海老蔵・小林麻央 愛と涙 

8月 24時間テレビ33 愛は地球を救う 

9月 第30回全国高等学校クイズ選手権 強頭脳NO.1決定戦 

セグメントの名称 金額（百万円） 

  

前年同四半期比

（％） 

 コンテンツビジネス事業  70,368 ― 

 不動産賃貸事業  900 ― 

 その他の事業  848 ― 

合 計  72,117 ― 

相手先 
前第2四半期連結会計期間 当第2四半期連結会計期間

金額（百万円） 割合（％） 金額（百万円） 割合（％）

㈱電通  23,396  31.1  25,909  35.9

㈱博報堂ＤＹメディアパートナーズ  14,160  18.8  13,036  18.1
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当第2四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

  

  

当第2四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

             

          

2【事業等のリスク】

3【経営上の重要な契約等】
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(1）業績の状況 

当第2四半期連結会計期間（平成22年7月1日～平成22年9月30日）の我が国経済は、海外経済の改善や政府の各

種経済対策による政策効果などを背景に、企業収益が改善しており、企業の生産活動や設備投資及び個人消費にお

いて持ち直しの動きが見られるものの、物価は緩やかなデフレ傾向にあり、雇用・所得環境は依然として厳しく、

失業率が高水準にあるなど、引き続き厳しい状況で推移いたしました。 

このような状況の中、広告出稿の一部に回復の兆しが見られるものの、企業は依然として広告出稿に慎重な姿

勢をとっており、広告市況の低迷は続いております。 

 当第2四半期連結会計期間における当社グループの連結売上高は、主たる事業であるコンテンツビジネス事業に

おきまして、スポットセールスが前年を上回るとともに連結子会社の㈱バップが増収となりましたが、前年の映画

事業が好調だったことによる反動減とタイムセールスが広告市況の低迷の影響を受けたことなどにより、前年同四

半期に比べ31億8百万円（△4.1％）減収の721億1千7百万円となりました。費用の面では、売上原価と販売費及び

一般管理費を合わせた営業費用は、「2010FIFAワールドカップ 南アフリカ大会」の放送に伴う番組制作費の増加

やスポットセールスの回復に伴う代理店手数料の増加があったものの、全ての費用項目においてコストコントロー

ルを徹底したことにより、前年同四半期に比べ31億8千4百万円（△4.4％）減少し、685億6千万円となりました。

この結果、営業利益は前年同四半期に比べ7千5百万円（+2.2％）増益の35億5千6百万円となりました。営業外損益

におきまして、関連会社の業績回復により持分法による投資利益を計上したことなどにより、経常利益は前年同四

半期に比べ5億3百万円（+11.8％）増益の47億6千2百万円となりましたが、特別損失として投資有価証券評価損を

計上したことなどにより、四半期純利益は前年同四半期に比べ7億1千万円（△27.4％）減益の18億8千3百万円とな

りました。 
  
（売上高の概況） 

 コンテンツビジネス事業：タイムセールスは、「2010FIFAワールドカップ 南アフリカ大会」などの単発番組に

よる収入があったものの、レギュラー番組枠での収入が落ち込んだため、267億5百万円となりました。スポットセ

ールスは、スポット広告費の地区投下量が増加するなど、市況が回復傾向にあり、また、在京5局間でのスポット

売上のシェアがアップしたため、226億6千6百万円となりました。その他、映画事業で前年が好調だったことによ

る反動減があったものの、物品販売収入が好調に推移しました。このような結果、コンテンツビジネス事業の売上

高は、709億3千6百万円となりました。 

 不動産賃貸事業：麹町及び汐留地区のテナント賃貸収入を始めとする不動産賃貸事業の売上高は、17億5千7百万

円となりました。 

 その他の事業：番組関連グッズショップ「日テレ屋」を始めとする店舗運営からの売上などにより、その他の事

業の売上高は11億3千6百万円となりました。 

  

(2）財政状態の状況 

当第2四半期連結会計期間末においては、前連結会計年度末に比べて資産合計は90億2千2百万円減少し5,047億6

千6百万円、負債合計は89億2千9百万円減少し884億9千2百万円、純資産合計は9千2百万円減少し4,162億7千4百万

円となりました。資産の減少は、主として時価の下落等に伴う投資有価証券の減少及び固定資産の償却が進んだ

ことによるものです。負債の減少は、主として保有有価証券の時価の下落等に伴う繰延税金負債の減少、未払費

用及び未払法人税等の減少によるものです。また、純資産の減少は、配当金の支払による利益剰余金の減少及び

保有有価証券の時価の下落に伴うその他有価証券評価差額金の減少等による純資産の減少が四半期純利益の計上

による利益剰余金の増加を上回ったことによるものです。 

  

(3）キャッシュ・フローの状況 

 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第2四半期連結会計期間における営業活動による資金の増加は、71億4百万円となりました（前第2四半期連結

会計期間は95億2千3百万円の資金の増加）。これは主に、税金等調整前四半期純利益35億5千7百万円や減価償却

費21億4百万円の計上に加え、仕入債務10億円の増加があったことによるものです。 

 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第2四半期連結会計期間における投資活動による資金の減少は、102億5千5百万円となりました（前第2四半期

連結会計期間は109億円の資金の減少）。これは主に、投資有価証券の取得による支出122億9千5百万円があった

一方で、投資有価証券の償還による収入19億7千1百万円があったことによるものです。 

 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第2四半期連結会計期間における財務活動による資金の減少は、短期借入金の減少や配当金の支払いにより2

億9千1百万円となりました（前第2四半期連結会計期間は4億7千6百万円の資金の減少）。 

以上の結果、現金及び現金同等物の当第2四半期連結会計期間末残高は、338億5千4百万円となりました。 

4【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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(4）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 [1]当社グループの対処すべき課題について 

当社は、今年度を、平成23年7月の地上デジタル放送完全移行に向けあらゆる努力が求められる重要な年と位置

づけ、昨年に引き続き単年度目標となる「２０１０経営方針」を策定し、それに沿った取組みを進めています。

この方針は、コストコントロールの強化による収益体質の改善をより一層進めながら、地上放送において視聴率

トップの座を奪還することに当社グループの全力を注ごうというものです。加えて、収益の拡大と新たな収益源

の開発を行い、グループ全体の利益の拡大を目指します。 

平成22年度上期の視聴率につきましては、全日帯、ゴールデン帯、プライム帯、ノンプライム帯全てにおいて2

位でしたが、特にゴールデン帯、プライム帯では首位局との差を縮めるなど、我々は首位奪還に向け強い意欲を

持って挑んでいます。プライム帯では、7月から9月の3ヶ月間連続で1位を獲得しました。週間四冠王の獲得回数

も昨年の同じ時期よりも増加しており、本四半期報告書提出日現在で、年間（1月～）7回、年度（4月～）5回を

数えています。7月クールのドラマ「ホタルノヒカリ２」は、平均15.5％という高い視聴率を記録し、第2四半期

の全局ドラマ部門で視聴率トップとなりました。また、4月クールに放送され、高い評価を得た「Ｍｏｔｈｅｒ」

は、フランス・カンヌで開かれた世界 大級の国際コンテンツ見本市「MIPCOM」において、「MIPCOM BUYERS' 

AWARD for Japanese Drama」の審査員特別賞に選ばれました。8月の 終週には33回目を迎えたチャリティー番組

「24時間テレビ 愛は地球を救う」が放送され、質の高い内容と高視聴率獲得により日本テレビグループのブラン

ドイメージを一層高める結果となっています。チャリティーグッズの販売においても、恒例のオリジナルＴシャ

ツに加え、番組パーソナリティーの人気アイドルグループ「ＡＫＢ４８」のメンバーがデザインした「ＡＫＢ４

８クリアフォルダ」が大人気となりました。10月の番組改編期に際しては、これまでやや視聴率がふるわなかっ

た金曜日19時台のてこ入れを行いました。19時から21時までの2時間の番組枠を設定し、番組内容が毎週変わる大

型バラエティー「金曜スーパープライム」をスタートさせ、絶好調の週末につなげるよう展開していきます。 

テレビ広告収入につきましては、第2四半期も順調な視聴率に加えて、広告主からのニーズが強いコアターゲッ

トの獲得率向上を背景にスポットセールスが引き続き好調でした。特に7月、8月は前年同月比で10％以上の増加

を記録するとともに、キー局間でのシェアアップも果たしています。一方で、タイムセールスを取り巻く環境は

依然厳しい状況が続いていますが、増加基調に転ずるべく様々な努力や工夫を行っています。リーマンショック

後の大幅な落ち込みから出来るだけ早い回復を目指し、当社グループの収入の核であるテレビ広告収入の磐石化

を図ってまいります。 

テレビ広告収入以外の収入につきましては、通信販売、映画事業などを中心に拡大を図っています。 

通信販売では、人気ドラマのグッズ販売などによってｗｅｂ展開が引き続き好調なほか、ネットワーク各局で

の放送が昨年度より増加したことなどによって通販特別番組が売り上げを牽引しています。この結果、当第2四半

期連結累計期間の売上高は55億円を突破しました。 

映画事業では、7月17日に公開したスタジオジブリ作品「借りぐらしのアリエッティ」（監督・米林宏昌、企

画/脚本・宮崎駿）が興行収入90億円を突破する大ヒットとなったほか、9月4日公開「ＢＥＣＫ」（監督・堤幸

彦）、9月25日公開「君に届け」（監督・熊澤尚人）も順調に興行収入を伸ばしています。 

こうしたヒット映画や人気ドラマのＤＶＤ/ＢＤ（ブルーレイディスク）、音楽ＣＤの制作・販売などを事業の

柱とする㈱バップや、アンパンマンやルパン三世などのロイヤリティ収入で安定的な収益を上げる日本テレビ音

楽㈱、当社や第２日本テレビなどのｗｅｂ制作・管理やモバイル展開で重要な役割を果たす㈱フォアキャスト・

コミュニケーションズなどが、テレビ広告収入以外の収入の中核を担っています。このうち、ＣＤ、ＤＶＤ/ＢＤ

市況が依然厳しい状況にある㈱バップにつきましては、さらなる費用抑制や体質改善に努めるなど懸命な経営努

力を続けた結果、この第2四半期は営業赤字を脱却し、再び黒字に転じました。 

また、番組制作の中核を担うグループ会社、㈱日テレ アックスオンは、引き続き好調を持続しています。当社

のスポーツ中継、ドラマ、情報系番組の制作に加えて、当社が幹事を務める映画の制作に携わるなど、広い分野

で制作力を大幅に向上させています。また、ＮＨＫのＪリーグ中継やドラマ、ＴＢＳのゴールデン帯のバラエテ

ィ番組、ＷＯＷＯＷやスカパー！などの衛星系有料チャンネル等において多数の番組を制作しているほか、携帯

電話向けの動画配信サイトＢｅｅＴＶなどの番組制作も受注しています。さらに、他の制作会社に先駆けて３Ｄ

機材を導入し、早々に３Ｄコンテンツの制作を受注するなど、こうした多岐にわたる展開により外部売上比率ア

ップに努めています。 

㈱日テレ７では、Ｄｅｎｎｙ’ｓとのコラボレーション企画で、第1弾・カレー、第2弾・ハンバーグ、第3弾・

マイパスタのキャンペーンを実施し、Ｔｗｉｔｔｅｒを利用してキャンペーンを盛り上げたことで注目されまし

た。また、イトーヨーカドーとのコラボレーション企画は、「有名人が選んだ、週末のプチ贅沢」と銘打ち、第1

弾では、タレント「東ＭＡＸ」が選出した銀座の名店「鮨からく」監修の大江戸寿司を限定販売するなど、アイ

ディア溢れる経営を順調に続けています。 

当社グループは、コンテンツに「いつでもどこでも触れさせることを可能にする」いわゆるマルチ・コンタク

トポイント戦略を展開しており、その一環として、各種ポータルサイトなどにニュースの配信を進めてきまし
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た。この9月からは、データベースサービスへの情報提供を始め、㈱日本経済新聞デジタルメディアが運営する

「日経テレコン21」に動画ニュースの提供を開始しました。記事だけでは伝わりにくい現場のリアリティーを、

当社が提供する動画ニュースを通じて、ビジネス・ユーザーにも伝えていきたいと考えています。 

これらテレビ広告収入以外の収入拡大を目指すと同時に、フルデジタル時代に対応した新たな収益源の開発に

も積極的に取り組んでいます。日本テレビグループ全社員を対象に企業内起業プロジェクトを募集し、早期サー

ビスが可能な3件を「ビジネストライアル案件」として採用し、収益源の拡大を図るべく、事業・サービスの開始

を決定しています。 

こうした取組みは、当社グループを挙げて行っており、各社の個性を活かしながら、グループ全体の利益拡大

を目指します。そして当社グループは、今後も 大の強みであるコンテンツ制作力を中心とした経営資源の 適

配分を図り、必要な投資を積極的に行うことによって、厳しい経済状況を乗り切っていく所存です。 

  

 [2]株式会社の支配に関する基本方針について 

① 基本方針の内容の概要 

当社は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者は、当社の企業価値の源泉を理解し、当社の企業価

値・株主の皆様の共同の利益を継続的かつ持続的に確保、向上していくことを可能とする者である必要があると

考えています。 

当社は、当社の支配権の移転を伴う買収提案についての判断は、 終的には当社の株主全体の意思に基づき行

われるべきものと考えております。また、当社は、当社株式について大量買付がなされる場合、これが当社の企

業価値ひいては株主共同の利益に資するものであれば、これを否定するものではありません。 

しかし、株式の大量買付の中には、対象会社の企業価値・株主共同の利益に資さないものも少なくありませ

ん。また、当社株式の大量買付を行う者が当社の企業価値の源泉を理解し、これらを中長期的に確保し、向上さ

せられるのでなければ、当社の企業価値ひいては株主共同の利益は毀損されることになります。 

当社は、このような当社の企業価値・株主共同の利益に資さない大量買付を行う者は、当社の財務及び事業の

方針の決定を支配する者として不適切であり、このような者による大量買付に対しては、必要かつ相当な対抗措

置を採ることにより、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保する必要があると考えます。 

  

② 基本方針の実現のための取組みの内容の概要 

 ア．基本方針の実現に資する特別な取組み 

(ア)企業価値・株主共同の利益の確保・向上に向けた施策 

当社は、平成18年度より3ヵ年毎の中期経営計画を策定し、当社の 大の財産であるコンテンツの制作・

開発への積極的な取組み、番組の大幅な改編、放送外事業、特に映画事業及び通販事業等の大幅な拡大など

を基本方針とし、視聴率の向上や放送外事業の拡大など、着実に成果を出してきました。しかし、昨年、激

変する経済環境において、平成20年公表の平成22年度を 終年度とする中期経営計画について、基本的考え

方を継続しながらも数値目標は一旦凍結し、単年度目標である「２００９経営方針」の下、収益体質の強化

に全力を挙げてきました。 

平成22年度は、平成23年7月の地上デジタル放送完全移行に向け、あらゆる努力が求められる重要な年と

位置づけ、引き続き単年度目標を設定することとし、平成22年5月13日には、その具体策を「２０１０経営

方針」として策定いたしました。 

（詳細については、同日付当社プレスリリース「日本テレビグループ『２０１０経営方針』の概要につい

て」をご参照下さい。） 

「２０１０経営方針」では、平成21年度より取り組んでいるコストコントロールの強化による収益体質の

改善をさらに進めながら、地上放送事業において視聴率トップの座を奪還することに日本テレビグループの

全力を注ぐ方針です。 

新方針での取組みのポイントは以下のとおりです。 

（ⅰ）コアターゲット視聴率をアップさせ、世帯視聴率でトップを奪還 

（ⅱ）収益の拡大と新たな収益源の開発 

（ⅲ）あらゆるコストコントロールの継続 

（ⅳ）グループ各社の個性を活かし、グループ全体の利益を拡大 

(イ)諸施策の実行に向けた体制の整備 

当社は、社外からの経営監視機能を強化し、経営の健全性及び意思決定プロセスの透明性を高めるため、

取締役全15名のうち5名を社外取締役としております。また、経営陣の株主の皆様に対する責任をより一層

明確化するため、取締役の任期を1年としております。当社は、これらの取組みに加え、今後も引き続きコ

ーポレート・ガバナンスの更なる強化を図っていく予定です。 
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イ．基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止するための

取組み 

当社は、平成22年5月13日開催の取締役会及び同年6月29日開催の第77期定時株主総会（以下「第77期定時

株主総会」といいます。）において、当社株式の大量取得行為に関する対応策（買収防衛策）に所要の修正

を行った上でこれを更新することを決議いたしました（以下更新後の対応策を「本プラン」といいま

す。）。 

本プランの具体的内容の概要は以下のとおりです。 

(ア)本プランの目的 

本プランは、当社株式の大量取得行為が行われる場合に、株主の皆様が適切な判断をするために必要・十

分な情報と時間を確保するとともに、買収者との交渉の機会を確保すること等により、当社の企業価値・株

主共同の利益を確保し、向上させることを目的としています。 

(イ)対象となる買付等 

本プランは、以下の(ⅰ)若しくは(ⅱ)に該当する当社株券等の買付その他の取得又はこれらに類似する行

為（これらの提案を含みます。）（当社取締役会が本プランを適用しない旨別途認めたものを除くものと

し、以下「買付等」といいます。）がなされる場合を適用対象とします。買付等を行おうとする者（以下

「買付者等」といいます。）には、予め本プランに定められる手続に従っていただくこととします。 

(ⅰ)当社が発行者である株券等について、保有者の株券等保有割合が20%以上となる買付その他の取得 

(ⅱ)当社が発行者である株券等について、公開買付けを行う者の株券等所有割合及びその特別関係者の株券

等所有割合の合計が20%以上となる公開買付け 

(ウ)本プランの手続及び発動要件等 

買付者等は、当該買付等の開始又は実行に先立ち、当社に対して、本プランの手続を遵守する旨の誓約文

言等を含む書面、及び当社所定の情報（以下「本必要情報」といいます。）等を記載した書面（以下「買付

説明書」といいます。）を提出していただきます。 

企業価値評価独立委員会は、買付者等から買付説明書等が提出された場合、当社取締役会に対しても、適

宜回答期限を定めた上（原則として60日を上限とします。）、買付者等の買付等の内容に対する意見及びそ

の根拠資料、代替案等を提供するよう要求することができます。 

企業価値評価独立委員会は、買付者等及び当社取締役会からの情報等を受領してから原則として 長60日

が経過するまでの間、買付等の内容の検討、買付者等と当社取締役会の経営計画・事業計画等に関する情報

収集・比較検討、及び当社取締役会の提示する代替案の検討、当該買付者等との協議・交渉等を行います。

企業価値評価独立委員会は、買付者等による買付等が本プランに定められた手続に従わない買付等である

場合や、買付者等による買付等が当社の企業価値ひいては株主共同の利益に対する明白な侵害をもたらすお

それのある買付等である場合等所定の要件のいずれかに該当する場合で、所定の新株予約権（以下「本新株

予約権」といいます。）の無償割当てを実施することが相当であると判断した場合には、当社取締役会に対

して、本新株予約権の無償割当てを実施すべき旨の勧告を行います。なお、企業価値評価独立委員会は、一

定の場合に、当該実施に関して株主総会の承認を得るべき旨の留保を付すことができます。 

当社取締役会は、企業価値評価独立委員会の上記勧告を 大限尊重して本新株予約権の無償割当ての実施

又は不実施等に関する会社法上の機関としての決議を行います。但し、企業価値評価独立委員会が本新株予

約権の実施に関して株主総会の承認を得るべき旨の留保を付した場合には、当社取締役会は株主総会を開催

し、当該株主総会の決議に従うものとします。 

本新株予約権は、当社以外の当社の株主に対し、その有する当社株式1株につき本新株予約権1個の割合で

割り当てられ、本新株予約権1個の目的である当社株式の数は、原則として1株とします。また、本新株予約

権の行使に際してする出資の目的は金銭とし、当該出資される財産の当社株式1株当たりの価額は、1円を下

限とし当社株式1株の時価の2分の1の金額を上限とする金額の範囲内で定める価額とします。 

また、本新株予約権には、当社株券等に係る株券等保有割合が20%以上である者等の所定の要件に該当す

る者（以下「非適格者」と総称します。）及び所定の非居住者・外国人等については原則として本新株予約

権の行使が認められない旨の行使条件、並びに当社が当社株式等の交付と引換えに、非適格者以外の者から

新株予約権を取得することができる旨の取得条項等が付されております。 

本プランの有効期間は、原則として、第77期定時株主総会終結後1年以内に終了する事業年度のうち 終

のものに関する定時株主総会の終結の時までとされています。  
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③ 上記各取組みに対する当社取締役会の判断及びその理由 

中期経営計画、コーポレート・ガバナンスの強化等といった各施策は、上記②ア記載のとおり、当社の企業価

値・株主共同の利益を継続的かつ持続的に向上させるための具体的方策として策定されたものであり、まさに基

本方針の実現に資するものです。 

また、本プランは、上記②イ記載のとおり、企業価値・株主共同の利益を確保し、向上させる目的をもって導

入されたものであり、基本方針に沿うものです。 

特に、本プランは、経済産業省及び法務省が平成17年5月27日に発表した企業価値・株主共同の利益の確保又

は向上のための買収防衛策に関する指針の定める三原則を充足していること、株主総会において株主の承認を得

て更新されたものであること、一定の場合に、本プランの発動の是非について株主総会に付議されることがある

こと、独立性のある社外取締役等のみによって構成される企業価値評価独立委員会が設置されており、本プラン

の発動に際しては必ず企業価値評価独立委員会の判断を経ることが必要とされていること、その内容として本プ

ランの発動に関する合理的な客観的要件が設定されていること、企業価値評価独立委員会は当社の費用で第三者

専門家の助言を得ることができるとされていること、本プランの有効期間が1年間と定められた上、株主総会又

は取締役会によりいつでも廃止できるとされていること、当社取締役の任期は1年とされていること等により、

その公正性・客観性が担保されております。 

従って、これらの各取組みは、基本方針に沿い、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に資するものであ

り、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものではありません。 

  

(5）研究開発活動 

当第2四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、53百万円であります。 

なお、当第2四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 
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(1）主要な設備の状況 

当第2四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

  

(2）設備の新設、除却等の計画 

当第2四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除

却等について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等

の計画はありません。 

  

第3【設備の状況】
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①【株式の総数】 

  

②【発行済株式】 

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。  

  

 該当事項はありません。 

  

  

第4【提出会社の状況】

1【株式等の状況】

（1）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  100,000,000

計  100,000,000

種類 
第2四半期会計期間
末現在発行数（株） 

（平成22年 9月30日）

提出日現在発行数
（株） 

（平成22年11月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名 

内容

普通株式  25,364,548 同左 
東京証券取引所 

市場第一部 

単元株式数は10株で

あります。 

計  25,364,548 同左 － － 

（2）【新株予約権等の状況】

（3）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（4）【ライツプランの内容】

（5）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式 
総数増減数 

（株） 

発行済株式
総 数 残 高 

（株） 

資本金増減額
（百万円） 

資本金残高
（百万円） 

資本準備金 
増 減 額 
（百万円） 

資本準備金
残 高 
（百万円） 

平成22年 7月 1日～

平成22年 9月30日 
－ 25,364,548 － 18,575 － 17,928
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（注）1.日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社及び日本マスタートラスト信託銀行株式会社の所有株式数は、信託業務に係る

ものであります。 

2.発行済株式総数に対する所有株式数の割合については、小数第二位未満を切捨てて表示しております。 

3.オービス・インベストメント・マネジメント・（ビー・ヴィー・アイ）・リミテッド及びその共同保有者であるオービス・
インベストメント・マネジメント・リミテッドから、平成22年9月16日付の変更報告書の写しの送付があり、平成22年9月15
日現在でそれぞれ以下のとおり株式を保有している旨の報告を受けておりますが、当社として当第2四半期会計期間末時点に
おける実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。 

4.当社が放送法に基づき名義書換を拒否した株式（外国人持株調整株式）は196,990株であります。 

  

（6）【大株主の状況】

  平成22年 9月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数 
（株） 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社読売新聞グループ本社 東京都中央区銀座6-17-1  3,764,948  14.84

讀賣テレビ放送株式会社 大阪市中央区城見2-2-33  1,574,836  6.20

株式会社読売新聞東京本社 東京都中央区銀座6-17-1  1,363,920  5.37

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社（信託口） 

東京都中央区晴海1-8-11  1,244,580  4.90

シービーニューヨークオービス 
  ファンズ 

（常任代理人 シティバンク銀行株式会社） 

LPG BUILDING 34 BERMUDIANA ROAD 
  HAMILTON HM 11 BERMUDA 

（東京都品川区東品川2-3-14) 
 1,007,231  3.97

シービーニューヨーク オービス 
  エスアイシーアーヴィー 

（常任代理人 シティバンク銀行株式会社） 

31. Z.A. BOURMICHT. L-8070 
  BERTRANGE. LUXEMBOURG 

（東京都品川区東品川2-3-14） 
 990,659  3.90

学校法人帝京大学 東京都板橋区加賀2-11-1  897,270  3.53

日本マスタートラスト信託銀行 
株式会社（信託口） 

東京都港区浜松町2-11-3  824,630  3.25

株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ 
 東京都千代田区永田町2-11-1 

  山王パークタワー 
 760,500  2.99

株式会社リクルート 東京都中央区銀座8-4-17  645,460  2.54

計 －  13,074,034  51.54

氏名又は名称  住所 
保有株券等の数 

（株）  
株券等保有割合 

（％）  

オービス・インベストメント・ 
 マネジメント・（ビー・ヴィー・アイ）・

 リミテッド  

Orbis House, 25 Front Street,

 Hamilton HM11 Bermuda  
744,739 2.94

オービス・インベストメント・ 
 マネジメント・リミテッド  

Orbis House, 25 Front Street,

 Hamilton HM11 Bermuda 
1,442,521 5.69
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①【発行済株式】                                 平成22年 9月30日現在

  
（注）1.「完全議決権株式（自己株式等）」欄は、すべて当社保有の自己株式であります。 

2.「完全議決権株式（その他）」の「株式数(株)」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式2,570株及び当社が放送法
に基づき名義書換を拒否した株式（外国人持株調整株式）196,990株が含まれております。 
また、「議決権の数(個)」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数257個が含まれておりますが、同外国
人持株調整株式に係る議決権の数19,699個は含まれておりません。 

  

②【自己株式等】                                平成22年 9月30日現在

  
（注）発行済株式総数に対する所有株式数の割合については、小数第二位未満を切捨てて表示しております。 

  

【当該四半期累計期間における月別 高・ 低株価】 

（注） 高・ 低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。 

  

  

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。 

  

 （退任役員） 

   (注) 山口信夫氏は、平成22年9月14日に逝去されました。 

  

（7）【議決権の状況】

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容 

 無議決権株式 － － － 

 議決権制限株式（自己株式等） － － － 

 議決権制限株式（その他） － － － 

 完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   598,560 － － 

 完全議決権株式（その他） 普通株式 24,759,420 2,456,243 － 

 単元未満株式 普通株式     6,568 － 単元(10株)未満の株式であります。

 発行済株式総数 25,364,548 － － 

 総株主の議決権 － 2,456,243 － 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所 

自己名義 

所有株式数

（株） 

他人名義 

所有株式数

（株） 

所有株式数

の合計 

（株） 

発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合(％)

日本テレビ放送網株式会社 東京都港区東新橋1-6-1 598,560 －  598,560 2.35

計 － 598,560 －  598,560 2.35

2【株価の推移】

月別 平成22年4月 5月 6月 7月 8月 9月

高（円）  14,570  14,480  12,890  12,470  12,160  11,430

低（円）  12,660  11,910  11,830  11,550  10,870  10,500

3【役員の状況】

役名 職名 氏名 退任年月日 

取締役 － 山口 信夫 平成22年9月14日 
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1．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

 なお、前第2四半期連結会計期間（平成21年7月1日から平成21年9月30日まで）及び前第2四半期連結累計期間（平

成21年4月1日から平成21年9月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第2四半期連結会計期間

（平成22年7月1日から平成22年9月30日まで）及び当第2四半期連結累計期間（平成22年4月1日から平成22年9月30日

まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。 

  

2．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、前第2四半期連結会計期間（平成21年7月1日から平成21

年9月30日まで）及び前第2四半期連結累計期間（平成21年4月1日から平成21年9月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表並びに当第2四半期連結会計期間（平成22年7月1日から平成22年9月30日まで）及び当第2四半期連結累計期間

（平成22年4月1日から平成22年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる

四半期レビューを受けております。 

  

第5【経理の状況】
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1【四半期連結財務諸表】 
（1）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第2四半期連結会計期間末 
(平成22年 9月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年 3月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 17,821 18,693

受取手形及び売掛金 70,572 70,367

有価証券 29,864 28,877

たな卸資産 ※1  3,026 ※1  3,558

番組勘定 6,994 6,735

繰延税金資産 4,655 4,679

その他 9,098 8,619

貸倒引当金 △750 △760

流動資産合計 141,283 140,770

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） ※2  47,417 ※2  48,677

機械装置及び運搬具（純額） ※2  10,713 ※2  11,411

工具、器具及び備品（純額） ※2  2,071 ※2  2,233

土地 138,631 138,630

リース資産（純額） ※2  26 ※2  24

建設仮勘定 657 48

有形固定資産合計 199,518 201,025

無形固定資産 2,375 2,593

投資その他の資産   

投資有価証券 138,540 145,574

長期貸付金 4,731 4,700

長期預金 8,000 8,000

繰延税金資産 1,873 1,873

その他 8,515 9,355

貸倒引当金 △72 △106

投資その他の資産合計 161,588 169,398

固定資産合計 363,483 373,018

資産合計 504,766 513,788
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（単位：百万円）

当第2四半期連結会計期間末 
(平成22年 9月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年 3月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,998 5,884

短期借入金 753 697

未払金 2,706 3,672

未払費用 42,099 43,729

未払法人税等 5,406 6,774

返品調整引当金 52 27

設備関係支払手形 17 564

その他 2,730 4,124

流動負債合計 58,763 65,473

固定負債   

繰延税金負債 1,815 4,213

退職給付引当金 5,964 5,925

役員退職慰労引当金 106 111

長期預り保証金 20,213 20,225

その他 1,627 1,472

固定負債合計 29,728 31,948

負債合計 88,492 97,421

純資産の部   

株主資本   

資本金 18,575 18,575

資本剰余金 17,928 17,928

利益剰余金 388,772 384,489

自己株式 △12,055 △12,053

株主資本合計 413,221 408,939

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △5,031 △651

為替換算調整勘定 △432 △346

評価・換算差額等合計 △5,464 △998

少数株主持分 8,517 8,424

純資産合計 416,274 416,366

負債純資産合計 504,766 513,788
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（2）【四半期連結損益計算書】 
【第2四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第2四半期連結累計期間 
(自 平成21年 4月 1日 
 至 平成21年 9月30日) 

当第2四半期連結累計期間 
(自 平成22年 4月 1日 

 至 平成22年 9月30日) 

売上高 144,313 144,972

売上原価 103,885 100,702

売上総利益 40,427 44,270

販売費及び一般管理費 ※  32,227 ※  32,566

営業利益 8,200 11,703

営業外収益   

受取利息 815 508

受取配当金 800 872

持分法による投資利益 158 1,027

為替差益 － 2

投資事業組合運用益 314 2,931

その他 277 264

営業外収益合計 2,366 5,607

営業外費用   

支払利息 5 3

為替差損 2 －

投資事業組合運用損 192 63

その他 31 20

営業外費用合計 231 87

経常利益 10,335 17,223

特別利益   

固定資産売却益 2 0

貸倒引当金戻入額 33 42

特別利益合計 35 43

特別損失   

固定資産売却損 6 0

固定資産除却損 78 122

投資有価証券評価損 223 1,175

子会社株式売却損 1,114 －

退職給付制度改定損 88 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 279

特別損失合計 1,511 1,577

税金等調整前四半期純利益 8,859 15,688

法人税等 2,745 6,340

少数株主損益調整前四半期純利益 － 9,348

少数株主利益又は少数株主損失（△） △355 111

四半期純利益 6,469 9,236
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【第2四半期連結会計期間】 

（単位：百万円）

前第2四半期連結会計期間 
(自 平成21年 7月 1日 

 至 平成21年 9月30日) 

当第2四半期連結会計期間 
(自 平成22年 7月 1日 
 至 平成22年 9月30日) 

売上高 75,226 72,117

売上原価 55,442 51,832

売上総利益 19,784 20,285

販売費及び一般管理費 ※  16,302 ※  16,728

営業利益 3,481 3,556

営業外収益   

受取利息 435 295

受取配当金 18 0

持分法による投資利益 － 430

為替差益 － 1

投資事業組合運用益 289 312

その他 228 180

営業外収益合計 971 1,220

営業外費用   

支払利息 3 1

持分法による投資損失 21 －

為替差損 14 －

投資事業組合運用損 146 －

その他 8 13

営業外費用合計 194 15

経常利益 4,258 4,762

特別利益   

固定資産売却益 1 0

貸倒引当金戻入額 22 20

特別利益合計 23 20

特別損失   

固定資産売却損 1 －

固定資産除却損 25 88

投資有価証券評価損 201 1,136

子会社株式売却損 1,114 －

特別損失合計 1,342 1,225

税金等調整前四半期純利益 2,939 3,557

法人税等 427 1,525

少数株主損益調整前四半期純利益 － 2,031

少数株主利益又は少数株主損失（△） △81 148

四半期純利益 2,593 1,883
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（3）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第2四半期連結累計期間 
(自 平成21年 4月 1日 
 至 平成21年 9月30日) 

当第2四半期連結累計期間 
(自 平成22年 4月 1日 
 至 平成22年 9月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 8,859 15,688

減価償却費 4,708 4,085

貸倒引当金の増減額（△は減少） △11 △43

退職給付引当金の増減額（△は減少） △288 38

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △1,305 △4

受取利息及び受取配当金 △1,615 △1,381

支払利息 5 3

持分法による投資損益（△は益） △158 △1,027

固定資産売却損益（△は益） 3 △0

固定資産除却損 78 122

投資有価証券評価損益（△は益） 223 1,175

子会社株式売却損益（△は益） 1,114 －

売上債権の増減額（△は増加） 9,094 △204

番組勘定の増減額（△は増加） 2,377 △258

仕入債務の増減額（△は減少） △5,884 △2,646

その他 2,099 △4,275

小計 19,299 11,272

利息及び配当金の受取額 1,739 1,572

利息の支払額 △4 △3

法人税等の支払額 △925 △7,653

営業活動によるキャッシュ・フロー 20,109 5,187

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △433 △444

定期預金の払戻による収入 937 431

有価証券の取得による支出 △10,790 －

有価証券の償還による収入 2,400 350

有形固定資産の取得による支出 △2,300 △1,697

有形固定資産の売却による収入 7 25

無形固定資産の取得による支出 △245 △256

投資有価証券の取得による支出 △10,771 △19,478

投資有価証券の償還による収入 1,019 9,235

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
支出

△5 －

長期貸付けによる支出 △1,564 △571

その他 △338 774

投資活動によるキャッシュ・フロー △22,086 △11,632

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 959 56

自己株式の取得による支出 △2,000 △1

配当金の支払額 △2,243 △4,945

少数株主への配当金の支払額 △12 △20

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,296 △4,910

現金及び現金同等物に係る換算差額 8 △9

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △5,265 △11,363

現金及び現金同等物の期首残高 57,629 45,218

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  52,364 ※  33,854
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

  
当第2四半期連結累計期間 
（自 平成22年 4月 1日 
至 平成22年 9月30日） 

会計処理基準に関する事項の変更 (1)資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第1四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業

会計基準第18号 平成20年3月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年3月31日）を適用し

ております。  

 これにより、当第2四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利益は、

279百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除

去債務の変動額は279百万円であります。  

  (2)持分法に関する会計基準の適用 

 第1四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基

準第16号 平成20年3月10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理

に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年3月10日）を適用

しております。  

 なお、これによる損益に与える影響はありません。 

【表示方法の変更】

当第2四半期連結累計期間
（自 平成22年 4月 1日 
至 平成22年 9月30日） 

（四半期連結損益計算書） 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年3月24日 内閣府令第5号）の適用により、当第2

四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。 

当第2四半期連結会計期間
（自 平成22年 7月 1日 
至 平成22年 9月30日） 

（四半期連結損益計算書） 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年3月24日 内閣府令第5号）の適用により、当第2

四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

  
当第2四半期連結累計期間 
（自 平成22年 4月 1日 
至 平成22年 9月30日） 

税金費用の計算  税金費用については、当第2四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。  

 なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第2四半期連結会計期間末 
（平成22年 9月30日） 

前連結会計年度末 
（平成22年 3月31日） 

※1．たな卸資産の内訳 ※1．たな卸資産の内訳 

商品及び製品 百万円 2,236

仕掛品  307

原材料及び貯蔵品  483

商品及び製品 百万円 2,532

仕掛品  469

原材料及び貯蔵品  556

※2．有形固定資産の減価償却累計額 ※2．有形固定資産の減価償却累計額 

科目 金額（百万円） 

建物及び構築物  41,691

機械装置及び運搬具  77,073

工具、器具及び備品  5,235

リース資産  35

計  124,035

科目 金額（百万円） 

建物及び構築物  40,448

機械装置及び運搬具  75,787

工具、器具及び備品  5,286

リース資産  26

計  121,548

 3．保証債務 

 連結会社以外の会社の金融機関からの借入、従業員

の金融機関からの借入に対して次のとおり保証を行っ

ております。 

 3．保証債務 

 連結会社以外の会社の金融機関からの借入、従業員

の金融機関からの借入に対して次のとおり保証を行っ

ております。 

従業員の住宅資金銀行借入金 百万円 181

㈱放送衛星システムの銀行借入金  146

計  327

従業員の住宅資金銀行借入金 百万円 400

㈱放送衛星システムの銀行借入金  291

計  692
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（四半期連結損益計算書関係）

前第2四半期連結累計期間 
（自 平成21年 4月 1日 
至 平成21年 9月30日） 

当第2四半期連結累計期間 
（自 平成22年 4月 1日 
至 平成22年 9月30日） 

※販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次

のとおりであります。 

※販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次

のとおりであります。 

  （百万円）

代理店手数料 17,487

人件費 4,856

退職給付費用 276

業務委託・外注要員費 1,252

水道光熱費 613

租税公課 1,242

減価償却費 502

その他 5,995

合計 32,227

  （百万円）

代理店手数料 18,764

人件費 4,871

退職給付費用 273

業務委託・外注要員費 1,227

水道光熱費 639

租税公課 964

減価償却費 282

その他 5,541

合計 32,566

前第2四半期連結会計期間 
（自 平成21年 7月 1日 
至 平成21年 9月30日） 

当第2四半期連結会計期間 
（自 平成22年 7月 1日 
至 平成22年 9月30日） 

※販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次

のとおりであります。 

※販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次

のとおりであります。 

  （百万円）

代理店手数料 8,982

人件費 2,431

退職給付費用 134

業務委託・外注要員費 628

水道光熱費 312

租税公課 564

減価償却費 250

その他 2,997

合計 16,302

  （百万円）

代理店手数料 9,626

人件費 2,486

退職給付費用 149

業務委託・外注要員費 625

水道光熱費 358

租税公課 473

減価償却費 140

その他 2,868

合計 16,728

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第2四半期連結累計期間 
（自 平成21年 4月 1日 
至 平成21年 9月30日） 

当第2四半期連結累計期間 
（自 平成22年 4月 1日 
至 平成22年 9月30日） 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成21年 9月30日現在）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成22年 9月30日現在）

  （百万円）

現金及び預金勘定 22,731

有価証券勘定 50,971

預入期間が3ヶ月を超える定期預金 △2,084

償還期間が3ヶ月を超える債券等 △19,253

現金及び現金同等物 52,364

  （百万円）

現金及び預金勘定 17,821

有価証券勘定 29,864

預入期間が3ヶ月を超える定期預金 △495

償還期間が3ヶ月を超える債券等 △13,336

現金及び現金同等物 33,854
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 当第2四半期連結会計期間末（平成22年 9月30日）及び当第2四半期連結累計期間（自 平成22年 4月 1日 至 

平成22年 9月30日） 

1．発行済株式の種類及び総数 

普通株式     千株 

  

2．自己株式の種類及び株式数 

普通株式       千株 

  

3．配当に関する事項 

（1）配当金支払額 

（2）基準日が当第2四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第2四半期連結会計期

間末後となるもの 

   

  

（株主資本等関係）

25,364

880

（決議） 株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

1株当たり
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年 6月29日 
定時株主総会 

普通株式  4,953  200 平成22年 3月31日 平成22年 6月30日 利益剰余金 

（決議） 株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

1株当たり
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年11月 4日 

取締役会 
普通株式  2,211  90 平成22年 9月30日 平成22年12月 1日 利益剰余金 
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 （注）1.事業区分は売上集計区分によっております。 

2.各事業区分に属する主要な販売品目 

  

  

 前第2四半期連結会計期間（自 平成21年 7月 1日 至 平成21年 9月30日）及び前第2四半期連結累計期間

（自 平成21年 4月 1日 至 平成21年 9月30日） 

  本邦の売上高の金額の全セグメントの売上高合計に占める割合が90％超であるため、その記載を省略しており

ます。  

  

  

 前第2四半期連結会計期間（自 平成21年 7月 1日 至 平成21年 9月30日）及び前第2四半期連結累計期間

（自 平成21年 4月 1日 至 平成21年 9月30日） 

 連結売上高の10％未満であるため、その記載を省略しております。  

  

   

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

区分 

前第2四半期連結会計期間
(自 平成21年 7月 1日 至 平成21年 9月30日) 

テレビ放送事業
（百万円） 

文化事業
（百万円） 

その他の事業
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高 53,686 18,919 2,620  75,226 － 75,226

(2）セグメント間の内部売上高又は振替高 257 1,279 1,369  2,905 ( )2,905 －

計 53,943 20,198 3,989  78,132 ( )2,905 75,226

営業利益 4,612 1,555 288  6,456 ( )2,974 3,481

区分 

前第2四半期連結累計期間
(自 平成21年 4月 1日 至 平成21年 9月30日) 

テレビ放送事業
（百万円） 

文化事業
（百万円） 

その他の事業
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高 108,486 31,345 4,480  144,313 － 144,313

(2）セグメント間の内部売上高又は振替高 466 1,667 2,717  4,851 ( )4,851 －

計 108,953 33,013 7,197  149,164 ( )4,851 144,313

営業利益 11,731 1,828 468  14,028 ( )5,827 8,200

事業区分 主要販売品目 

テレビ放送事業 テレビ放送時間の販売、番組の販売、スタジオ運用収入 

文化事業 映画、音楽、美術及びスポーツ事業収入、通信販売、出版物の販売、ＣＤ・ＤＶＤ等の販売 

その他の事業 不動産賃貸事業収入、ノベルティ商品の販売、ビルマネジメント収入、プロサッカー事業収入 

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】
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1．報告セグメントの概要  

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっている

ものであります。 

「コンテンツビジネス事業」は、テレビ広告収入を中心に、番組販売・商品化等のロイヤリティ収入、Ｄ

ＶＤ/ＢＤ・出版物等の物品販売、映画・イベントの興行などあらゆる媒体・手段を活用して、投下したコ

ンテンツ制作費を回収し、利益を上げる事業であり、コンテンツごとの開発意思決定および損益把握を行っ

ております。そのほかに、自社保有不動産からの賃貸収入により利益を上げる「不動産賃貸事業」、店舗運

営を中心とする「その他の事業」を加えた3つを報告セグメントとしております。 

各セグメントの主な事業内容は、以下のとおりです。 

  

2．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第2四半期連結累計期間（自 平成22年 4月 1日 至 平成22年 9月30日） 

 （注）1.セグメント間取引消去によるものです。 

2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

  

<コンテンツビジネス事業の売上高内訳> 

  

  

【セグメント情報】

事業区分 主な事業内容 

 コンテンツビジネス事業 
テレビ広告枠の販売、映像・音楽等のロイヤリティ収入、ＣＤ・ＤＶＤ/ 

ＢＤ・出版物等の販売、通信販売、映画事業、イベント・美術展事業 

 不動産賃貸事業 不動産の賃貸、ビルマネジメント 

 その他の事業 店舗運営 他 

  （単位：百万円）

  

報告セグメント
調整額
（注1） 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注2） 

コンテンツ
ビジネス事業

不動産
賃貸事業 

その他
の事業 

計 

売上高   

外部顧客への売上高  141,943  1,766  1,262  144,972 －  144,972

セグメント間の内部売上高
又は振替高  636  1,652  480  2,770  (2,770) － 

計  142,580  3,419  1,743  147,742  (2,770)  144,972

セグメント利益  10,794  873  35  11,703 －  11,703

  当第2四半期連結累計期間

  金額（百万円） 構成比(％)

テレビ広告収入 

タイム  53,088  37.2

スポット  48,802  34.2

計  101,891  71.4

その他の広告収入  329  0.2

コンテンツ販売収入  16,800  11.8

物品販売収入  16,946  11.9

興行収入  4,079  2.9

その他の収入  2,532  1.8

合   計  142,580  100.0
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 当第2四半期連結会計期間（自 平成22年 7月 1日 至 平成22年 9月30日） 

 （注）1.セグメント間取引消去によるものです。 

2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

  

<コンテンツビジネス事業の売上高内訳> 

  

  

（追加情報） 

第1四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年3月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平

成20年3月21日）を適用しております。 

  

  （単位：百万円）

  

報告セグメント
調整額
（注1） 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注2） 

コンテンツ
ビジネス事業

不動産
賃貸事業 

その他
の事業 

計 

売上高   

外部顧客への売上高  70,368  900  848  72,117 －  72,117

セグメント間の内部売上高
又は振替高  567  856  288  1,712  (1,712) － 

計  70,936  1,757  1,136  73,830  (1,712)  72,117

セグメント利益  3,090  443  22  3,556 －  3,556

  当第2四半期連結会計期間

  金額（百万円） 構成比(％)

テレビ広告収入 

タイム  26,705  37.6

スポット  22,666  32.0

計  49,371  69.6

その他の広告収入  197  0.3

コンテンツ販売収入  7,918  11.2

物品販売収入  9,534  13.4

興行収入  2,747  3.9

その他の収入  1,166  1.6

合   計  70,936  100.0
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1．1株当たり純資産額 

  

2．1株当たり四半期純利益金額等 

 （注） 1株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

 （注） 1株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

該当事項はありません。 

  

平成22年11月4日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。 

(イ）配当金の総額………………………………………2,211百万円 

(ロ）1株当たりの金額 …………………………………90円00銭 

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成22年12月1日 

（注）平成22年9月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。 

  

（1株当たり情報）

当第2四半期連結会計期間末
（平成22年 9月30日） 

前連結会計年度末 
（平成22年 3月31日） 

1株当たり純資産額 円 銭 16,653 87 1株当たり純資産額 16,661円03銭 

前第2四半期連結累計期間
（自 平成21年 4月 1日 
至 平成21年 9月30日） 

当第2四半期連結累計期間 
（自 平成22年 4月 1日 
至 平成22年 9月30日） 

1株当たり四半期純利益金額 円 銭 263 26 1株当たり四半期純利益金額 円 銭 377 23

 なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金

額については、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。 

 なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金

額については、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。 

  
前第2四半期連結累計期間

（自 平成21年 4月 1日 
至 平成21年 9月30日） 

当第2四半期連結累計期間

（自 平成22年 4月 1日 
至 平成22年 9月30日） 

1株当たり四半期純利益金額     

四半期純利益（百万円）  6,469  9,236

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益（百万円）  6,469  9,236

期中平均株式数（千株）  24,574  24,484

前第2四半期連結会計期間
（自 平成21年 7月 1日 
至 平成21年 9月30日） 

当第2四半期連結会計期間 
（自 平成22年 7月 1日 
至 平成22年 9月30日） 

1株当たり四半期純利益金額 円 銭 105 92 1株当たり四半期純利益金額 円 銭 76 91

 なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金

額については、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。 

 なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金

額については、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。 

  
前第2四半期連結会計期間

（自 平成21年 7月 1日 
至 平成21年 9月30日） 

当第2四半期連結会計期間

（自 平成22年 7月 1日 
至 平成22年 9月30日） 

1株当たり四半期純利益金額     

四半期純利益（百万円）  2,593  1,883

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益（百万円）  2,593  1,883

期中平均株式数（千株）  24,488  24,484

（重要な後発事象）

2【その他】
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 該当事項はありません。 

  

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成21年11月10日

日本テレビ放送網株式会社 

取締役会 御中 

有限責任監査法人トーマツ 

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 福田 昭英  印 

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 広瀬  勉  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本テレビ放送網

株式会社の平成21年4月1日から平成22年3月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間（平成21年7月1日から平成

21年9月30日まで）及び第2四半期連結累計期間（平成21年4月1日から平成21年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本テレビ放送網株式会社及び連結子会社の平成21年9月30日現在の

財政状態、同日をもって終了する第2四半期連結会計期間及び第2四半期連結累計期間の経営成績並びに第2四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなか

った。 

  

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

 （注） 1.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途
保管しております。 

2.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成22年11月9日

日本テレビ放送網株式会社 

取締役会 御中 

有限責任監査法人トーマツ 

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 福田 昭英  印 

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 広瀬  勉  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本テレビ放送網

株式会社の平成22年4月1日から平成23年3月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間（平成22年7月1日から平成

22年9月30日まで）及び第2四半期連結累計期間（平成22年4月1日から平成22年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本テレビ放送網株式会社及び連結子会社の平成22年9月30日現在の

財政状態、同日をもって終了する第2四半期連結会計期間及び第2四半期連結累計期間の経営成績並びに第2四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなか

った。 

  

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

 （注） 1.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途
保管しております。 

2.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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